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　　先月行われた衆議院選挙は期待した結果とはならなかった。当初、自民党は５０議席を減

らし、「単独過半数（233 議席）」割れも囁かれたが、公示前より１５席を減らしただけで、「絶

対過半数」の２６１議席を獲得した。一方、野党は全２８９小選挙区の７割強にあたる２１７

選挙区で候補者を１本化した結果、６２勝だったが、１万票以内の選挙区が３１あった。自民、

公明党が、「野合」だとか時代錯誤の共産主義批判に走ったのは野党共闘を恐れての裏返しで

ある。そう考えると次の参議院選挙では更に野党共闘を深化させる事が重要である。

　投票率は 55.93％で小選挙区選挙では戦後３番目の低さだった。２００９年の民主党政権交

替の時の投票率が 69.28％であり、やはり投票率が低いと全有権者の約１／４に支えられてい

る自民党が強い。若者の選挙離れが言われて久しいが、近年、若者は野党より自民党に投票し

ている人が多いと言われている。一方、非正規で働く労働者は選挙にも行く気力もなく、また

生活に追われているという現実がある。「投票しても何も変わらない」という言葉を聞くが、

政権交替が実現すれば、コロナ問題は別にしても、「ＬＧＢＴ平等法や選択的夫婦別姓制度の

導入」などはすぐに実現するし、脱原発、沖縄辺野古新基地問題なども解決にむけて前進できる。

「何も変わらない」のは、自民党が変えないからである。今回の選挙では市民と野党４党との

間で政策協定が結ばれ、統一候補として戦った結果、一定の成果を上げることができたが、労

働組合の連合は立憲と共産党との共闘を拒否し、自主投票とした。連合に多くを期待するもの

ではないが、市民と野党だけでなく労働者、労働組合を巻き込んだ共闘を構築しなければ政権

交替は難しい。自公、維新で合わせて衆議院で改憲に必要な２／３以上の議席を獲得した。早

速、岸田首相は「改憲」に意欲を見せている。来年の参議院選挙が正念場でもある。頑張ろう。

　嬉しい話もある。私も居住している東京都葛飾区議会議員選挙が１１月上旬あり、ユニオン

平和会員で、ユニオンネットお互いさま副委員長の「水摩ゆきえ」さんが３期目の当選を果た

した。定数４０人に６０人が立候補して争われた選挙だったが、前回より獲得票数、順位（33

位）を伸ばした。応援ありがとうございました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　事務局長　滝沢寿隆
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■【国会１９日行動】

　10 月 19 日の夜、「国会議員会館前行動」
が開かれた。今日、総選挙が公示され政権交

代のチャンスが目の前に迫った。チャンスを

生かさない手はない！

安倍は散々に「悪夢の

3 年間」と旧民主党政
権をこきおろしてきた。

　あんたは何だ「暗黒の 9 年
間」を作ったじゃないか！今、

自民党に代償払わせましょう。
　今こそ市民と野党の共闘で自民党政治を倒

しましょう。10 月 30 日まで、毎日が投票

日！選挙に行って選挙に勝とう！と野党統一
候補の勝利に向かって取り組んだ。

　

■コロナ禍で中断していた JAL 都内 6 駅一
斉宣伝行動が再開

した。不当解雇

から 10 年 10 ヵ

月！もう限界だ！今すぐ解決をと争議団、支

援者が都内に散らばった。品川、有楽町、錦
糸町、高田馬場、練馬、

立川の 6 駅！ここ錦

糸町駅北口には、争議

団、支援者が 20 名が

駆けつけた。早期解決、責任を果たせと横断

幕、のぼりを立てスタンディングをした。

　コロナ禍でコールを控え、訴えが届きにく

い課題もあったが、整然とスタンディングを

続けた。私たちユニオンネット平和センター

は、争議団の団結こそ力だと「団結ガンバ

ロー！」の横断幕 ( 写真 ) で参加した。

　JHU が新たな闘いの地平を切り開いた。

争議団が一丸となって闘おう。

■ 211027 社民応援宣伝

　衆議院選挙も後半に入る 10 月 27 日の 12

時、東京有楽町イトシア前に社

民党宣伝車が止まった。「2 枚

目の投票用紙に社民党、社民党

とお書きください」とコールが

響く。あいにく雨が降り出す空

模様にもかかわら

ず 100 人ほどの

聴衆を前に、新社

会党も応援に加わ

り、衆院選の必勝に向けて訴えた。

■【全労協第 178 回東京総行動】

　「一人の首切りも許さない　権利はゆずれ
ない 」をスローガンに、10 

月 29 日 ( 金 ) 第 178 回東京

総行動が取り組まれた。ス

タートは 8 時 45 分総務省

前。以後→厚生労働省→日本

製鉄→ JAL 本社前に到着し

た。JHU 委員長の山口宏弥

さんも先頭に立って参加し

た。JAL 本社前行動では、４

人の支援者と乗員争議団から

決意が述べられた。

■【JHU 国交省抗議宣伝行動】

　ＪＡＬ不当解雇撤回闘争を闘う争議団が結

成した労働組合ＪＨＵの取り組みが行われ
た。11 月 5 日国

交省前抗議宣伝行

動に、60 人の当

該組合、支援者た

19行動国会前

JAL 駅頭宣伝

社民応援

東京総行動

JHU国交省前

錦糸町駅前

社民応援行動
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ちが結集、「責任を逃れるな」

「不当労働行為隠蔽するな」

と追求、「国交省は誠意ある

団交を開け」と声を上げた。

　政府が関与して破綻と再建

が行われた責任をとれ！

■11月5日、 

日通の無期転

換逃れに対し

て、労働契約

法 18 条、無
期転換ルールの改正

と立法措置ないし立

法改正を求める院内

集会が開かれた。日

本通運の無期転換逃れ雇い止めにあった東

京・川崎事件を通じて、問題提起と原告の訴

えがされた。

　日通東京、日通川崎雇い止め事件を糺そう

と、参院議員会館に 80 名の参加があった。

両事件の原告 2 人も参加し、雇い止めの辛

さ、不当判決の悔しさの苦痛をこらえ訴えが

された。非正規社員にとって労契法 18 条の

成立は、女神の現れであり、安心できる期待

感を抱かせた。ところが、その期待感は裏切

られ、無期転換ルール改正がなければ、1 年
ごとの雇用契約更新ができたかもしれなかっ

た。ところが企業は、無期転換を嫌い雇用契

約更新直前に雇い止めを実行した。ルール改

正が雇い止めの道具に使われた。

　大手物流の日通は、無期転換逃れの方針を

決め、契約社員を路上に放り投げた。「有期

雇用からの無期転換は絶対させない」そこに

は、労働者を人と思わない資本家の戦略があ

る。「首切り、雇い止め」を当然な顔をして

実行する。日本企業の姿がある。そこに裁判

所も追従する。このような雇用契約を糾した

いと 2 つの事件の弁護団と当該労働組合が

立ち上がり、国会の厚労委員会の委員（立憲

民主党、共産党、社民党）からも熱い支援を

受け、当該組合のユニオンネットお互いさま

からは「非正規社員を経営の調整弁にさせな
い」と声をあげた。更に、闘いを拡げ職場に

戻る闘いに勝利しよう。

■　関ナマの闘いは、刑事事件に仕立てあげ

られ、この 1 年で 4 件の一審判決が出た。4 

件目の武健一前委員長事件で恐喝とされた事

件が無罪になった。しかし、他の 3 件は労

働組合活動、産別運動に無知・無理解の不当

判決だった。11月 12 日、「ジャーナリズム

の視点から見た関西生コン事件」をテーマに
シンポジウムが開かれた。集会は、勝島さん

( 支援する会共同代表 ) あいさつで始められ、

コーディネーターの海渡雄一弁護士、パネリ
ストの竹信三恵子

さん ( 和光大名誉

教授 )、花田達朗
さん ( 早大名誉教授 )、北健一さん ( ジャー

ナリスト ) で行われた。

　最後に菊池進全日建連帯委員長から、関西

生コン支部事件は 4年半の歳月を費やしま

した。延べで 81 名の組合員が逮捕され、66 

名が起訴れた。弾圧の事実をもっともっと広

め、これまで出された 4 つの不当判決を高

裁で覆し、これからの 4 つの裁判でも勝利

の判決を勝ち取りましょう。と話された。

日通闘争院内集会

関ナマシンポジウム

JHU国交省前

法改正を求める院内集会

関ナマシンポジウム（連合会館）
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　ユニオン平和は、フォーラム平和・人権・
環境に加盟しているユニオンの集合体です。
平和・人権・環境に係わる諸課題の理論 ･情
報・行動を発信していきます。
　加入は、団体、サポーター会員として、個
人単位での加入もお願いしています。
　是非ご参加ください。

団体：一口　１０００円
個人：一口　１０００円
　※団体個人とも、可能な方
　　は複数口お願いします。

※サポーター会員証を発行しています

期目の当選を果たした。

　闘争現場に駆けつける

ことでは、誰にも負けな

い議員活動であったが、

地域での信任も得られ

た。当選後の水摩さんの
あいさつを掲載する。

11月7日に行われた葛飾区議会議員選挙で、
2695 票をいただき

3期目へ押し上げて

いただきました。順

位と得票数を前回よ

り上積みしました。4年の活動を見ていて下

さった方々や、さらにひとまわり広げてくだ

さった方々に感謝いたします。

　選挙戦では、この 4年で取り組んできた

ことや訴えてきたことを

知ってもらうという感覚

で闘いました。

　「駅前再開発への税金

投入と区の支援のあり方を見直し、区民の命

と暮らしを最優先に」と区内でスポット演説

を繰り返しました。

半分以上の区民が投票を

していません。区議とし

て、区民に政治を身近に

していくことは、常に課

題です。街にでて、より

多くの区民と接し、区民

みずま雪絵を励ます集い

が生きていきやすい地域・社会に向け力を注

いでいきたいです。そうした具体的な実践の

積み重ねなくして、「働く人を大切にする社

会」への社会変革

はありません。区

議としての活動を

支えてくださる皆
さんと、葛飾区、葛飾区議会のフィールドか

ら、安心して生きていける社会へ新たに一歩

　中には、「選挙？行っても

変わらないよ」と話してくれ

た方もいました。今回の投票

率は前回 2017 年よりも少し

上がりましたが (44.03％ )、

を踏み出しま

す。引き続き、

よろしくお願

いします。

　みずま雪絵

■ユニオンネットお互いさまの副委員長で

ある水摩雪絵さんが、東京・葛飾区議選で 3
当選！勝利のポーズ

水摩さんと尾澤さん

水摩さんと菱山さん

お花茶屋駅前

滝沢さんと水摩さん

水摩さん街頭で

候補者カーでの訴え

事務所の前で


